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株式会社小林精機

౰ࣾは、精密機ցの部品加工や医療・化ֶの෼ੳ機器の
部品加工、組み立て、自動機、ল力化機器の設計、製作をͬߦ
ている。·た、自動車部品や光ֶ部品、৯品製造装置部品等、
取りѻ͏෼໺はൣ޿ғに及Μでおり、取Ҿ企業は岩手ݝ内֎
の約 ��� ࣾ、試作品͔Β量産品をؚめຖ݄約 �
��� ఺΋の
部品を生産、؅理している。

この਺の部品を؅理するため、オリジφルの生産؅理システ
ムを自ࣾ開発して運用している͕、加工೔࣌、加工ؒ࣌、納
期に対応した加工順Ґ、部品׬成ޙの؅理等、༷ʑͳ条件を
に࣌した生産スέジュールは手作業で組Μでいる。ଟいྀߟ
は 5�� ຕʗ೔に΋上る作業ࢦ示ॻを手作業によりエクセルに
入力し、スέジュール表を作成。この生産スέジュール表とと
΋に、それͧれの機ցຖにͲの部品を、Ͳの順൪で加工する
͔示して͋る生産計画表΋作成しており、この生産スέジュー
ル表と生産計画表により生産を؅理していた。し͔し、工場の
୲౰者は、自෼͕୲౰する機ցの生産計画表の確ೝͩけで生
産に取りֻ͔るため、自工程は༧定通り進Μで΋、ଞの工程
͕立て込Μでいることに気͔ͮͣ、納期஗れの原Ҽとͳる事例
͕ଟ発し՝୊とͳͬていた。

このため、次のシステムでは工場の֤୲౰者͕部材の入ՙ
஗れや加工のࠞみ具合等、֤工程の状گを常࣌஌るͩけでͳ

、͘自工程の生産順มߋや஗れ͕ଞ工程にͲの程度Өڹを及
΅す͔の೺Ѳ͕ඞཁで͋るとߟえていた。こ͏ した中、生産ス

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

生産スέジューラの導入に͋たͬて、次の̏ͭ の条件をຬた
すことをબ定基४とした。

̍ͭ めはॊೈ性に௕けていること。複雑ͳ工程パターンのొ
࿥͕できؒ࣌・ਓ・設備・加工条件ͳͲଟछଟ༷ͳ条件設定
をՄ能とし、加えて౰͕ࣾಠ自に生産؅理条件を付加できる
ソフトで͋ること。

̎ͭめはૢ作͕難し͘ ͳいことで͋り、スέジュールを調整
する上で (U* ૢ作（画૾やਤ形をଟ用し、Θ͔りやす͘提示
する手法）͕Մ能で͋ること。·た、画面構成͕ݟやすいこと
΋ॏࢹした。

̏ͭめは価格で͋る。生産スέジュール機能を組み込Μͩ
生産؅理システムは਺ઍສԁ͔Β਺ԯԁ΋すること͕͋る。オ
プションをؚめたॳ期導入අ用͕҆価で͋ること΋基४とした。

これΒの基४を基にબ定した݁Ռ、生産スέジュールソフト
を専໳に開発しているձࣾのソフトにܾ定した。౰͕ࣾこれ·

੒Ռ
約１年かけて部品のマスター登録を行い、
スケジュール立案、及び工場での実運用
が可能となった。納期厳守の意識付けや、
短納期品の受注機会喪失の減少などが期
待されている。

Ңܦ
毎月約 6,000 点もの部品を生
産・管理するにあたり手作業
で生産計画を立てていたが、
効率化・受注拡大のために生
産スケジューラを導入。

಺༰ࢪ࣮
生産スケジューラを本運用するために、
部品のマスター登録を行った。約4,000
点の部品について工程順、使用設備、
作業担当者、作業工数、材料、生産数、
在庫数などを約１年かけて入力した。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

ຊ事業ऴྃ࣌のマスターデータొ࿥件਺により、生産計画
の立案、及び工場での実運用͕Մ能とͳͬた͕、スέジュー
ラを用いた生産計画の精度向上をਤるためには、ܧଓしてマ
スターొ࿥件਺を૿やすඞཁ͕͋る。現在、生産ස度͕̍ճ

新ن部品の受注では、試作部品を実ࡍの工程で加工し、٬
先でධ価して΋Β͏ ඞཁ͕͋る。これ·では、機ց設備等の生
産計画をৄࡉにݟえる化できていͳいため、これに対応できͣ
部品提案を断೦すること΋͋ͬた。ޙࠓは、生産スέジューラ
により機ց等の空き状گをৄࡉに೺Ѳできるため、短納期品
の受注機ձ૕ࣦの減গにͭͳげ、ੵ極的ͳӦ業活動に݁びͭ

と͘期଴している。
生産スέジューラの機能を利用し、֤機ց設備の̍、ޙࠓ

カ݄ؒのՔಇ状گを調査し、この設備の生産ֹをׂり出すこと
としている。生産金ֹをՄࢹ化することにより、工場の現場୲
౰者は、Ͳれͩけの生産金ֹを生み出し、ձࣾにݙߩしてい
る͔理ղでき、それ͕作業改善にͭͳ͕るとߟえΒれる。

機ց設備や工場部໳ͩけではͳ 、͘؅理部໳をؚめたࣾһ
一ਓͻとりのొ࿥΋Մ能で͋ること͔Β、֤自の作業量΋明確
とͳり、それͧれの能力をҾき出すきͬ ͔けにͳるとߟえΒれる。

έジュールに特化した専用ソフト͕͋ることを஌ͬた。このソフ
トは、਺ઍ΋の部品にͭいて、ݸʑの部材の入ՙ͔Β加工状
に計画できるソフトで͋る。部材や加工部品のछྨࡉでৄ·گ
΋ଟ 、͘·た、試作品等の小ロットの受注に΋対応する౰ࣾ工
場の生産؅理に૬応しいソフトで͋ると൑断し、ຊ事業により

「生産スέジューラ」を導入し、高効率ͳ生産計画͕立案で
きる仕組みの構築を目ࢦした。

でͬߦていた生産スέジュールをこのソフトに組み込み作動さ
せ、૝定した動作͕ಘΒれたことを確ೝしたޙ、マスターデー
タの組み込みを開࢝した。

生産スέジューラのຊ格的ͳ運用に͋たͬては、౰ࣾでѻ͏
加工部品の ��ˋҎ上、約 �
��� ఺の部品にͭいてొ࿥する
ඞཁ͕͋ͬた。マスターデータとしてొ࿥する内容は、部品໊、
工程順、使用設備、作業୲౰者、作業工਺、材料、生産਺、
在ݿ਺、そのଞଟذにΘたる΋ので͋ͬた。

約 �
��� ఺の部品のマスターデータは、生産؅理՝にて調
査表を作成し、その調査表に基ͮきソフトにొ࿥した。バーコー
ドを利用しొ࿥作業の効率化΋ͬߦた͕部品఺਺とొ࿥内容
のଟさ͔Β調査表͕山ੵみとͳり、೔常業຿をこͳしͳ͕Βの
調査はࠔ難を極めた΋のの ��ˋҎ上の部品ొ࿥を׬ しྃた。

これと並ߦし、生産スέジューラとطଘの自ࣾ生産؅理シス
テムのデータを࿈動させるために、企画৘ใ室では生産؅理
システムのશ面改मを実�5。ࢪ ೥ՔಇしଓけたADDessデー
タベースを最新の SQLSeSWeS に੾りସえ、௠෗化しͭͭ͋ͬ
た処理能力΋強化できた。

ʗ̎ʙ̏カ݄、̍ʙ̏ճʗ೥といͬた部品にͭいて΋ొ࿥を進
めており、શ部品のొ࿥ྃ׬·で̍ʙ̎೥͔͔ると༧૝される。

、されることは࢝生産スέジューラのຊ格的Քಇ͕開、ޙࠓ
༷ʑͳ成Ռ͕期଴されている。୲౰工程の次工程はͲのよ͏
ͳ状گに͋るの͔、次工程に໎࿭を͔けていͳい͔等、工場
のશ工程の現在状گを֤୲౰者͕ॠ࣌に確ೝՄ能とͳり、工
場શ体の納期ݫकҙ͕ࣝ高·ること΋期଴される。

実際の生産スケジューラの起動画面。
工場の稼働状況がひと目でわかるようになった。

これまで各部署の責任者が集合し生産計画を
立てていたが、ソフト導入により効率的に。

株式会社小林精機では、自動車から半導体、
医療関係まで幅広い分野の部品を取り扱う。

将来的には機械設備やスタッフの１日あたり、
１カ月あたりの生産金額の算出も可能になる。

生産スケジューラの本格稼働に向けて準
備を進める企画情報室室長の行方学さん。

各種機械部品の加工及び組み立て、自動化・省
力化機器の設計製作、コンピュータソフト開発等

その他（PCソフト）
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